
2024年度 事業報告書
(2024年 4月 1日から2025年 3月 31日まで)

特定非営利活動法人日本環境倶楽部

1.事業の成果

2024年、イスラエル・ガザ紛争やウクライナでの戦争の中、世界の諸処でイデオロギーの対立や分断
が加速、権威主義的な主張の拡大やポピュリズムの台頭等により、国際社会の協調を土台とした枠組み

は弱体化、安定した世界秩序を前提としたグローノυИ騎斉も混迷を深めました。

環境課題の対応に於いても、先進国と発展途上国との溝は深く、エネルギー安全保障や資源ナショナ

リズムと相まって、気候変動対応の加速やプラスチック汚染防止の具体策等に大きな進展は有りません

でした。更に欧州では経済不振脱却の為の一部の規制緩和の動きや米国のパリ協定離脱買言や大手金融

機関の国際的な脱炭素連合離脱などSDGs達成には逆行とも考えられる動きもありました。しかしなが
ら、【Ⅳや洋上風力発電等の一部産業の停滞はあるものの、技術革新を中心とした産業界の脱炭素や資源

循環への取り組みは着実に進展していると考えられます。

国内は、経済の回復基目が継続、幅広くインフレ経済への回帰が見られデフレを脱却、政権が不安定な

がらも実質 GDPもプラス成長を維持しました。政府の環境政策としては、2040年の GHG排出削減目
標の設定やエネルギー政策の見直し及び GX戦略の具体化推進とアップデート、生物多様性保全での企
業の取り組みを促す移行戦略の公表等がありました。また有価証券報告書への非財務情報の記載義務化

等も始まりました。これらを踏まえた産業界の SDGs達成への取り込みはサプライチェーン全体に濁透
しつつあると言えます。

日本環境倶楽部はこのような事業環境と動向に即し、会員のご支援とご要望に基づき持続可能な社会

構築に資する活動としてセミナー事業や見学会事業をこれ迄にも増し積極的に推進しました。またソフ

ト脱炭素の新たな研究会を発足し活動を開始致しました。これらの活動の結果、2024年度末の法人の
情報発信先は 2′200名超に伸長し、微力ながらも皆様の活動に寄与出来たものと評価しております。ま
た事業収支につきましても 10年連続で黒字を確保いたしました。これも会員皆様のご支援の賜物と厚
く御礼申し上げます。今後とも継続したご支援をお願い致します

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

会員企業等への最新情報の提供と助言及び教育啓瞑事業の総費用 3′ 217千円

①環境セミナー事業

O理事会にて時宣を捉えたテーマ。講師を検討し、リモート形式で9回開催致しました。個別の実績は
下表の通りです。各回とも活発な質疑応答があり好評裡に終了いたしました.

0持続可能な社会構築に資するとの考えから非会員様も無料にて参加可能としております。
O請演資料は講師のご了解の範囲内で請演時に参加者にご提供、更に会員様には法人会員様専用ペー

ジにて講演資料及び蘭農ストリーミング映像を提供しております。

開催 テーマ ¬師 申込

参加者 (人)

会員尋 非会員 計

2024
4/16
脱炭素社会に向けた水素エ

ネルギーの役割と技術動向
201 19 110 129

2024
5/21

ネイチャーボジティプ経済

実現に向けた国内外の動き

について

446 37 292 329
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2024
6/27

ライフサイクル思考から探

るサステナブルフアッショ

ンヘの道筋

168 18 100 118

2024

γ7

企業アライアンスの視点か

ら見る国内外のプラスチッ

ク汚彙対策・籠 ●環の動向

281 25 175 200

2024
9ノ 13

日本のエネルギー政策の方

向性を考える～2040年に向
けた新たな脱炭素への提ロ

294 33 157 190

2024
10ノ24

ソフトウェア分野の脱炭素
への取組み～カーボンフッ

トプリント●定ルールの策

定を通して～

145 31 53

“

2024
12/17

プラスチック汚染に関する

条約策定に向けた政府間交

渉委員会の成果

364 24 248 272

2025
1/28

サステナピリティ関連報告

の最新動向
339 30 188 218

2025
3/11

サプライチェーンデータ連

携の最新動向～Ouranos
Ecowttemを 中心に～

330 45 186 231

事業の評価

0当法人ではセミナー事業を下記の指標から評価しております。いずれの指標も着実に増加しており、
事業の方向性について概ねご支持を頂戴していると判断しております。

○また本活動を通して、持続可能な社会構築に微力ながらも寄与するとともに、当法人のプレゼンス

は向上していると評価しております。

摘要 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

年度末のイベント開催発信先歓 514人 637人 783人 1′116人 1,536人 2,283人

1開催の平均 参加申込者歓 43人 67人 93人 154人 238人 285人

1開催の平均 実0加者歓 35人 52人

“

人 108人 158人 197人

セミナー参加組織法人数〈
=り )

311 374

セミナー参加組織数は2023年よリモニタリング開始

② 研究会事業
ソフトウェア分野の脱炭素研究会を立上げCFP算定ルールのアップデートを行いました。
O概要
昨年度の「経産省 CFP算定事業」に参画した有志9社 (注 1)での活動を当法人傘下での活動に
リニューアル、当法人の会員ではなかつた6社にはご入会頂き、昨年度リリースした「受託型WEB
アプリの新規開発に於ける CFP算定ルール(vl)」 (注 2)を今年度末迄に国際標準を注視しつつ
「ライフサイクルステージ拡大版(v2)」 にアップデート致しました。

O主な活動は以下の通りです。
・研究会キックオフに よリビデオメッセージ発個致しました。主査
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)を互通し年口活●囃口を策定致しました (6月)
・ 2024年壼中に全 6口の研究陰とこれを補力するアドホツク会合を,]i檄しました.
・日本

“

Aフオーラム礫との情中口示について相互ヨ謗を開始しました。(3月)
・研究●●如メンバーヨm●

“"h曰
日して■喘セミナーにて研究会を錮介しました。(10月 )

・研究会メンノ(―よリクロー′0レな会嗜薔にてネ嬌Dを目介しました.(注 3)
NT「デー

"・

トア●:Oun“薇他腱FOun“断 Gld臓ISumnt2024■●o(10月 )
Nπ■,E“Bab了曖 2〈 Z"n■[(11月 )

…

レールt v2に U"b■■●由レビュー彙鮨に向けた口壼を田綸しました。(2●25年 3月 )
は 1)1麟慰日、日1●■.下:口31'1入金 :日1■■

-1■

■,′卜′●′ヌ.テクノロジ011==社.… 1■■デ‐タ

ク
"―
:ス NIT:テクノつ1[1ス 11●01イE:~i:rr:::ム1'i::''::11=ヨ圧:― :iヨ1日:1日■■11,層.B… k`

会tL― 口
「

~ζ
】Πこ1ヽN‐EヨロRX■17,1:フ

=賢
ラス■1,5ワて,尋焉壽

`誠

Lυ■1たに,■
".会

F●L
C2)11口10ロレーリИ口===…        

「

li:]1'1ヨli:11・

'I‐

口『 [‐こ,=::1:,テ寿
:=:ラ,:::l,(1:l」11:1[1=]1:1=11:′′:ヨ,lヽ][11

輸腱性)0会曇菫t,日
=●
025年 1月).

(崖 3)― S巾旧 腱 R■1は腱u●1(Cチ)はソフトウエア● 02,出 うのロロ七日■すクロー′01″耕 8"団体.欧が開鮨口=は.Bホライフリイクルアセスメントロ会 010)燿主饉す0日鵬 日E.ライフリイクリl●■t… とt^3口′:フ
オーマンス■円RI口●口 1に■する●

“

,:口.手法
`"口

臓とコ鱚贖口
「
口す0日■XL

③ 見学会事業

非既成型を原則に、一般には公開していないサイトや施設等、当法人の独自企画での実施を進めてい

ます。またバスをチヤーターするなど利便性にも配慮しております。

2024年 度の開催実績は以下の通りです。いずれも好評裡に終了いたしました。

1.次世代都市ガスの技術開発の課題と現状を学ぶ (会員限定)

○見学先 ;神奈川県横浜市鶴見区 (バスチャータによる鶴見駅発着)
。東京ガス (株)横浜テクノステーション様  (メタネーション実証施設、水素製造装置等)
。横浜市北部下水道センター様 (下水汚泥資源化施設 (脱水、消化ガスタンク、ガス発電、焼却等)

消化ガスの e‐メタン原料化実験設備 (東京ガスい様施設))

○開催日 ,2024年 6月 14日
O参加実績 ;11名 (会員限定、無料)
○東京ガス様サイトの見学は本来顧客 。関連業者様限定のところを、特段のご配慮で会員様限定に

て開催が実現しました。また横浜市北部下水道センター様内の東ガス様実験施設にも説明員を派

遣頂き非常に好評でした。

li.環を広げた先進の食品リサイクル現場を学ぶ

○見学先 ,神奈川県横浜市鶴見区 (バスチヤータによる鶴見駅発着)
。(株)Jバイオフートリサイクル 横浜工場様  (受入設備、発酵槽、発電設備 )

○開催日 ,2025年 3月 5日
0参加実績 ,12名 (会員等 4名、非会員 8名 )
○本サイトは、一般社団法人産業環境管理協会様の令和 6年度資源環境技術・システム表彰 (後援 ;
経済産業省)の脱炭素成長型経済構造移行推進審議官■の受■サイトです。食品リサイクルは受
入れ廃棄物を制限する施設が多い中、多数の企業様から多様な産廃及び事業系―廃を受入れ効率

的な処理を実践されており、見学にあたつても参加者様からの多岐にわたるご質問に非常に丁寧

な回答を頂菫いたしました。

④ その他の事業
i.法人活動の情報拡散。他団体との連携活動

O連携合意組織様 (注)とのイベント情報拡散の協力は継続実施中です。
。当法人からの情報拡散依頼は各組織様とも全てのセミナーで対応頂いております。
・連携組織からの依頼は 1件あり対応致しました。…JEMAI(CLOMA様フォーラム)(8月 )
(注)連携合意組組 (組臓略称、敬称略、合意順):EIC、 ,SMCWM、 コSに、]EMだ、CPN

O連携合意組織以外からの種々協力依頼は内容により事務局で対応を判断し以下を実施しました。
・エコァザイン学会運合様 ,シンポジウム (EcoDePS2024)共催 ・̈WEB掲載 (9月 )
。国際花と緑の博覧会配念協会 ,コスモス国際賞受賞記念講演開催案内 ・̈ Push Mal!(10月 )
。エコァザイン学会運合様 ;国際会議 (EcoDesign 2025)共 催…WEB掲載 (12月 )
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。国際生産工学アカデミー様 ,国際会議 (CIRP l“e Cyc!e Engin∝‖ng)・ 共̈催内諾回答(3月 )

ii入会要請活動。

Oソフトウェア分里b用出表素研究会に関連した入会要請活動を行いました。
・研究会発足時に非会員であつた昨年度活動メンパ等6社と活動協力企業 1社に入会頂きました。
・新たな研究会参加メンパー募集を実施しました。(2024/10～20271)

0イベント参加実績 (注)に基づき入会要請活動を行いました。(2025年 1月 )
。昨年に引き続き参加者数上位企業の S DGs担当役員宛て 33社様及びSDGs及び環境部門長ク
ラスで氏名を特定した 25名に入会検討要請の書面を郵送で発状致しました。

○その他、日常の事業活動の中での入会への要渭も実施しております。

(注)2023年 9月～2024年 10月の法人セミナー

…

、374社 (団体含む)廷べ 1′
"2名

(ユニークベース∝Ю名)

に基づき ヨ鼈致しました。

lii.法人 WEBサイトの閲覧状況把握と改善活動

○法人活動へ反映の為 WEBサイト閲覧をGA4を活用しモニタリングしています。HPピュー数も
訪間ユーザも着実に増加しています。

摘要 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

年間ピュー総数 6′976 6′ 714 12′260 8′620 11,219 21,197

訪問ユーザ数 (ユニーク) 1′745 2′ 151 3′223 4′033 4′679 8′ 131

○法人 WEBサイトヘの訪問者の属性分析結果から以下を実施いたしました。

・検索上位のプラウザの動作に問題の無い事の検証と推奨ブラウザの変更 (2024/9)
。WEBサイトの一部スマホレスポンシブル化への改修 (20273)

【参考】Goog:e Analyu∝ 4集計データ (2024‐4‐ 1～2024¨ 9‐30,Adive User 4′461名の属性)

一Ｏ
Ｃ
Ｃ
●
〓
０

②流入経路 (検索方法)
Dttd(特定不可の直接流入)   4.219
R躙晰瀞斗饂購

索) ::,:,

8翻i:喘器請ξ沼
仏)』°

本項目の母歓はま墨わn総数の 8′∞ 7

卜
●
０
一Ｏ
Ｃ
〓
０
０
ト

◎デバイス
κ〕
mobile
tab:et

oos
Windows
ios
Macintosh
Linux
Android

@J=C+t
Edge
chrome
Sarari
Firefox

1,919
1,859
497
11

3,751
696
14

3,278
516
235
233
194

(注 1)当法人の WEBサイトは EU規制の適用外との認■からCookle取得同意手順を導入していません。尚、
αЮkle取得 (及び拒否可能)はサイトポリシーに配職済です。
(注 2)GA4は、1糞 Parけ Cookieを使用していますが、IPアドレスを目名とする他、日人特定が出来ない仕組み
です。また当法人では個々の取得デリは取り扱つておりません

(2)その他 (特定非営利活動に関わる事業以外)の事業

な し
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Japan 3,497
United States 703
China 147
Germany 34
Canada 2L
Singapore 16



書式第13号 (法第28彙関係)

2024年度 活動計算書
2024年4月 1日から2025年3月 31日まで

1隆定」目!奎赳活i助力!し!ゝ旦杢i」u:ロロL豊
(●●:円 )

科 目 金額

I.経常収益
1.受取会費
2_受取寄附全
3.事業収益
4.雑収入
経常収益計
Ⅱ.経常費用
1.事業費
(1)人件費
綸与
退職綸与繰入金
法定福利費
人件費計
(2)その他経費
交通費
修饉費
量信費
地代・家賃
消耗品費
印目費
外注費
レンタル・リース費
講師‖金
会議費
その他経費計

事業費計
2.管理費
(1)人件費
綸与
退職給与繰入金
法定福利費
人件費計
(2)その他経費
交通費
俸饉費
通信費
地代・家賃
消耗品費
印目費
外注費
レンタル・リース費
口書費
会議員
他団体会費
租税公課
交瞭費
雑費
減優償却費
その他経費計
管理費計
経常費用計
当期経常増誠額

皿.経常外収益
経常外収益計
Ⅳ.経常外費用
経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

前期繰越正味財産額

次期繰り鶴正味財産額

4232.駅Ю

4.255,350

ｎ

〕

20.500

2.356

808,8010

19,200

2,623

3,216,786

775, 623
3,992,`Ю9

800,623

17,411

0
73,005

59,340

204,003

4,930

1,602.2(MD

20,304

221,310

112.400

2.326.163

217,200
4,800

056
222.656

4,353

0

18,401

14,900

51,151

1,232

375,4(〕D

7,326

0

28,11X〕

40,330

1,400

0

10,314

0
552,007

202.1)47

0

0

262,947

0

3,076,762

3.330,709
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2024年度 賃借対照表
2025年3月 31日現在

饉』:=1日盟翡翻DL」堕劃員堕凰壼艶

科 目 金額

3,998,359

0
9,350

0

ｎ
）

ｎ
）

０

　

　

０

ｎ
）

ｎ
）

7 700

,000

,007 709

318,000

114,000

236,000

432,αЮ

236.000

3,076,762

262,947

3.339,709

4,007,709

2固定資産
(1)有形固定資産
有形固定資産計
(2)無形固定資産
電話加入権
無形固定資産計
(3)投資その他の資産
敷金
投資その他の資産計
固定資産合計

2固定負債
退職給付引当金
固定負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債および正味財産合計

資産合計

負債合計

I 資産の部
1流動資産
現金預金
未収入金
前払金

仮払金

流動資産合計

I負債の部
1流動負債
未払金
前受金
流動負債合計
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2024年度 財産目録
2025年3月 31日現在

」豊定」釜:豊型孟]口昌L△」EL」団E菫」聖自|[

科 目 金額

0

3,998,359

ｎ
）

9,350

0

ｎ
）

ｎ
）

ｎ
）

ｎ
）

ｎ
）

4,007,709

０
）

lαЮ

,∞7 709

318,000

114,000

236,α00

236,αD0

432,0∞

3,339,709

I 資産の部

1流動資産
現金預金

手元現金

普通預金(みずほ銀行横山町支店)

未収入金
会費未収金

前払金

家賃、電話基本料等(腱x(株 ))

仮払金
流動資産合計

2固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

電話加入権

無形固定資産計

(3)投資その他の資産
敷金

投資その他の資産計

固定資産合計

Π 負債の部
1流動負債
未払金
業務委託費(輸N・

「

データだいち他)

前受金
会費 (1社5個人)

流動負債合計

資産合計

負債合計

正味財産

2固定負債
退職綸付引当金
固定負債合計

【,
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2024年度 年間役員名簿

2024`年4月 1日から2025年3月 31日ま
‐C

特定非営利活動法人日本環境倶楽部

1.確認事項

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
●各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2.役員名簿

役名 氏名 就任期間
報酬を受けた

期間

理事長 山口 重樹
2024年4月 1日 ～
2025年 3月 31日

年 月 日～
年 月 日

理事 朽綱 道徳 同上
年 月
年 月

日～

日

理事 小屋 かをり 同上
年 月
年 月

日～

日

理事 佐藤 貢 同上
年 月 日～
年 月 日

理事 並河 治 同上
年 月 日～
年 月 日

理事 平野 学 同上
年 月 日～
年 月 日

理事 山中 淳司 同上
年 月 日～
年 月 日

監事 新井 直樹 同上
年 月 日～
年 月 日

監事 水上 浩 同上
年 月 日～
年 月 日

以下余白



書式第 4号 (法第 10条 。第28彙関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
2024年 3月 31日現在 (H不同)

1塑颯ヨL営]Ш置堕基L生旦杢」u国塵L饉

氏   名

1

(株)NTTデ ータグループ
代表取締役社長 佐々木 裕

2
(株)エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所

代表取締役社長 山口 ■樹

3
東京瓦斯 (株 )

代表執行役社長 笹山 晋―

4
(株)日立製作所

代表執行役 執行役社長 徳永俊

5

(―社)産業環境管理協会

会長 助野 健児

6
日本電信電話 (株 )

代表取綺役社長 島日 明

7
宝ホールディングス(株 )

取締役社長 木村 睦

8
富士通 (株)

代表取締役社長 時田 隆仁

9
住友電気工彙 (株 )

代表取締役社長 井上 治

10
日本電子計算 (株 )

代表取締役社長 茅原 英徳

11

以下余白

12




